













STYLE OF JAPAN OBSERVED IN THE PUBLIC PARK: 
A TRANSITION FROM EDO PERIOD 
 
見附真悠子 
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The first public park in Japan is made in Meiji era. Although, precinct yards and riversides were like the public 
park in Japanese style. The modern public park and the traditional one have same systems. 
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院境内が 13、堤や川原が 5、山・広小路・池畔が共に 3














































































































































































	 	  
５．	 結論	 
江戸の「公園的なるもの」は、西洋から公園という概
念が入る前から既に成立していたものである。そして、
都市計画や公園計画のルールに従うものではなく、ほと
んどが「自然発生的に」生まれているものである。つま
り、それらは本来の日本人の欲求を反映してできた「日
本らしい」空間であると解釈できるのではないだろうか。	 	 
図２	 和田堀緑道	 
図４	 すみだ川ものコト市	 
図３	 南池袋公園	 
そのような視点を持って、近年の公園と江戸の「公園
的なるもの」比較すると、その管理運営法と使い方につ
いて、多くの共通点が見られる。これは、日本の公園が
成熟してきた近年、本来日本人が持っている感性に合っ
た公園になりつつあるのではないかと考えられる。 
また、７０年代ころから、水辺などの自然に回帰する
ような親水公園が見られるようになり、現在では、実際
の自然をうまく活用する事例が見られる。また、寺社境
内での活動も活発化してきている。このような場所は、
日本において本来人の集まるポテンシャルのある空間で
あった。それらの良さが、再び見直されつつあるのでは
ないだろうか。 
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